
 

 

 

【資料５】 

 

日中活動部会報告（平成 25 年 7 月～9 月） 

 

1 日時・内容 

第 4 回（7 月 9 日） 

・第 1 回地域自立支援協議会の報告 

・日中活動系事業所過不足検証結果の検討 

・日中活動系事業所施設長会議の準備 

 

第 5 回（8 月 13 日） 

・新任期部会員あいさつ、部会長選出 

・今年度のスケジュールの確認 

・日中活動系事業所施設長会議の準備 

 

日中活動系事業所施設長会議（8 月 20 日） 

・日中活動系事業所過不足検証結果の報告 

・研修（テーマごとにグループワーク） 

 

第 6 回（9 月 10 日） 

・日中活動系事業所施設長会議の振り返り 

・現場職員向け研修の検討 

 

2 日中活動系事業所過不足検証結果（資料参照） 

・今回から、就労希望者・就労移行支援・就労継続支援 A 型を加えて検証した。 

・今年度の卒業生においては、各施設の空き定員より人数が少ない。数字上は

希望通りの進路に進むことができると思われた。 

・事業所開設や利用定員増により、向こう 6 年間も定員不足は若干改善した。 

※昨年度は創作介護系 47～48 名不足、作業系 8 名不足。今年度は、創作介

護系 45～46 名不足、作業系 6 名不足。 

・就労移行支援、就労継続支援 A 型利用については、数字上しばらく定員は充

足しない。しかし離職者等により変動の可能性があるため、動向を把握する

必要性がうかがえた。 

・数字（量的データ）だけでは検証できない、個別の事情をとらえていく必要

性を感じた。 

 ※医療的ケアが必要な方への対応や、希望通りの進路だったのかどうか等 

 

3 今後の動き 

 現場職員（直接支援をしている職員）向け研修を２月に開催することを予定

している。その準備を行っていく予定である。 


